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C型肝炎の治療を受けた方へ

検査の例

※検査の頻度・内容については、肝臓の状態・生活習慣等で異なります。まずは医師にご相談ください。

血 液 検 査
超音波検査

肝臓の炎症やがんマーカー等を調べます。
肝がんの発症がないかなど、肝臓の状態を調べます。

■
■

：
：

治療によりウイルスが排除された後でも、肝がんのリスクは残ります。
肝がんの早期発見のために、定期的な検査をご検討ください。

C型肝炎ウイルスを
排除した後も
定期的な検査を
受けることが必要です。

詳しく知りたい方は、都道府県の肝炎・肝疾患の担当課・係にお尋ねください。

■

■

詳しくはこちらから→ 肝ナビ　検 索

定期検査を受ける際には、肝疾患専門医療機関や、かかりつけの医療機関にご相談ください。

肝疾患専門医療機関は、「肝炎医療ナビゲーションシステム」ホームページ
から探せます。

定期検査を受けるには

検査費用の助成制度があります

都道府県からの助成により、自己負担額最大2,000円（慢性肝炎）または
最大3,000円（肝硬変・肝がん）で検査を受けることができます。詳しくは
厚生労働省ホームページをご覧ください。 厚生労働省ホームページ→


